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「健やか親子２１」推進体制等に関する課題について 

 

 

１．推進体制について 

  （１）推進体制全般について 

  （２）推進協議会について 

    ・他機関や民間企業等との更なる交流、連携 

    ・国民運動の推進に向け、活動しやすい効果的な体制のあり方について 

 

 ２．推進方策について 

  （１）推進方策に関する基本的な枠組み 

  （２）実施主体の特徴を活かした取組促進のあり方について 

 

 ３．国民運動としての普及啓発の方法について 

  （１）計画の名称について（見直しも含めた検討） 

  （２）シンボルマークの活用 

  （３）情報提供のあり方（ホームページやＳＮＳなどの活用等） 

（４）マスコミへの情報発信 

（５）「健やか親子２１」全国大会について 
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「健やか親子２１」の推進（2006～2014年）について

２１世紀初頭における母子保健の国民運動計画（2001～2014年）

主な
目標
(2014
年)

課題

親

子

○十代の自殺率
（減少傾向へ）

○十代の人工妊娠中絶実施率
（6.5へ）

○十代の性感染症罹患率
（減少傾向へ）

①思春期の保健対策の強化
と健康教育の推進

応援期
思春期

○妊産婦死亡率
（半減）

○産後うつ病疑い（EPDS９点以
上）の割合 （減少傾向へ）
○産婦人科医、助産師の数

（増加傾向へ）

②妊娠・出産に関する安全性と
快適さの確保と不妊への支援

妊産婦期～産じょく期
胎児期～新生児期

○児童虐待による死亡数
（減少傾向へ）

○出産後1ヶ月時の母乳育児の
割合 （60%へ）
○親子の心の問題に対応できる
技術を持った小児科医の数

（増加傾向へ）

④子どもの心の安らかな発達
の促進と育児不安の軽減

妊産婦期～産じょく期
胎児期～新生児期

○全出生数中の低出生体重児
の割合 （減少傾向へ）
○不慮の事故による死亡率

（半減へ）
○妊娠中の喫煙率、育児期間
中の両親の自宅での喫煙率

（なくす）

③小児保健医療水準を維持・
向上させるための環境整備

育児期
新生児期～乳幼児期～小児期

企業

NPO

地方公共団体

医療機関 研究機関

国（厚生労働省、文部科学省）

健やか親子２１推進協議会

学校住 民 （ 親 子 ）

連携と協働

モニタリングの構築

健やか親子２１推進体制

健やか親子２１推進体制

〈健やか親子２１推進協議会〉

（１）運動全体の企画・立案・進捗
状況管理

（２）関係機関・団体の連絡・調整
（３）啓発・普及・情報発信

（全国大会、ホームページ、
パンフレット等）

国民（住民）

総会

幹事会

課題４

関係団体 関係機関

参画団体（85団体）

運動方針等重要事項の決定

協議会の運営の
企画・調整

課題３課題２課題１

連絡・調整・協議

必要に応じて情報提供

必要に
応じて
連携

情報提供

大学
関連
学会

ＮＰＯ

医療機関等

企業
団体

厚生労働省

関係
府省庁

〈地方公共団体〉

行政（国・地方公共団体、関係省庁等）

各学校

都道府県・
政令市・特別区

市町村 市町村
教育委員会

都道府県・
政令市・特別区

教育委員会

事務局（母子保健課） 文部
科学省

連携

連携

協力依頼等
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推進協議会における課題（１）
～「健やか親子21」推進のためのプロセスチェックリスト調査結果から～

健やか親子２１
推進協議会

総会

参画団体
（85団体）

幹事会

大学 関連学会

ＮＰＯ

医療機関等

必要に
応じて連携

【総会のあり方（運営方法）】活動内容について、関係団体が広く認識できる進め方を
〇推進協議会のそれぞれの団体の活動が、より有機的につながるよう、活動内容の共有を図る。
○課題別のぞれぞれの団体は、一定の方向性を共有しているが、他の課題との連携の強化が必要。

企業団体

【関係機関との連携】健やか親子２１推進協議会と他の関係機関や
民間団体との交流・連携の強化を
〇民間団体の利点を生かし、新規事業を開拓する。
〇健やか親子２１の事業の趣旨に沿い、関係機関や民間団体等との連携を

図る。
〇活動の場は地域であるため、地域における連携の推進を図る。

【幹事会のあり方（運営方法）】関係団体内における情報共有など推進方法や活動しやすい区分けについて見直しを
〇幹事会での情報を、構成団体や各団体でどう共有し、具体的な活動につなげていくかが課題。
〇幹事会の活動費は任意に募って進められているため、参加団体や活動方法が限られている。
〇今後もボランタリーな精神に基づく活動を展開し、相互の活動状況等について情報共有することが望ましいのではないか。
〇「課題別」のみならず、「地域別」「職域関連別」など、真に活動しやすい区分けになっているか見直す必要がある。
〇一般の人々への普及啓発では、報道機関の協力を求めることを含め、多面的なアプローチ（取組）が必要。

【参画団体について】

計画（Ｐｌａｎ）・改善
（Act)について
〇取組テーマに
沿って課題設定・
事業を実施すること
が難しかった。
〇団体事務局内で、
取組内容全体を網
羅的に把握、報告
することは容易では
ない。

実施（Do）について
〇メディア等を利用したキャン
ペーンやフェイスブック、ツイッ
ターなどのＳＮＳを活用した情報
発信を行ってはどうか。
〇団体全体で協力し合うイベント
企画によって認知度を高めてはど
うか。
〇取組が長期にわたると型には
まり、活動は鈍りがちになる。
〇組織内の事業を「健やか親子２
１」の活動方針にあわせることは
運営・経営上困難な点が多い。

評価（Check）について
〇健やか親子２１を踏
まえた各参加団体の
事業の考察と検証が
十分に行われていな
い。
〇事業は多く展開され
ているが、その評価は
難しい。
〇評価について、短・
中・長期と団体の活動
の成果を評価すること
には課題が残る。

その他体制等について
〇各事業をアピールするまで
のマネジメントができていない。
〇推進方策やその進め方につ
いて、国からの助言がほしい。
〇団体実施の事業については、
国でも広報を担ってほしい。
〇金銭的な支援がなくても何
かメリットがあれば実践が進む
のではないか。
〇積極的な取組の推進にあ
たって人的、経済的に困難な
状況。

推進協議会における課題（２）
～今年度の総会で出された意見から～

健やか親子２１
推進協議会

総会

参画団体
（85団体）

幹事会

第13回 健やか親子２１推進協議会総会（平成26年１月15日開催）

○推進協議会のあり方
・現在の課題別での取り組み方では、継続的にテーマを進めることが難しかった。
・予算のない国の事業は二の次になりがち。国として推進すべき取組があれば、研究費等で

予算上の対応を検討できないか。
・専門団体だけでなく、当事者（子どもや母親等）の参画をもっと促す仕組みを考えるべきでは

ないか。

○周知について
・公式ホームページだけでは、国民に強力な情報発信をすることは不十分なのではないか。
・各団体が進める取組等のアーカイブ情報の集約方法を周知していくことが大事ではないか。

○評価について
・基礎的なデータをしっかり把握して指標化していくことが必要。
・現計画で改善されたということで、重要な指標が外されることがないように留意してほしい。

・利用可能な指標のみで評価するのではなく、健やか親子２１の趣旨を踏まえた適切な評価
指標を設けることが必要ではないか。

○テーマについて
・子どもが自ら考えられるような健康教育を進めることが大事。
・ソーシャルキャピタルの視点は非常に重要。人と人とのつながりを強化していくことが大事。
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（参考） 行政機関等における課題
～「健やか親子２１」最終評価報告書から～

厚生
労働省

関係
府省庁

〈地方公共団体〉

行政（国・地方公共団体、関係省庁等）

各学校

都道府県・
政令市・特別区

市町村 市町村
教育委員会

都道府県・
政令市・特別区

教育委員会

事務局
（母子保健課） 文部

科学省

連携

連携【国（厚生労働省等）】

〇広く研究者等からの知見を得ること。
〇全国的な母子保健水準や母子保健事業等を評価するための目標を
設定し、 広く関係者等に対してその目標を周知すること。
〇評価の具体的な実施方法も含めたツール等を作成し、地方公共団体
に提供すること。
〇継続的に指標の推移等の調査分析を行い、その結果に関する情報
を還元すること。
〇事業を評価する手法等について研修する等の支援をすること。

【地方公共団体】

地方公共団体の役割を意識した目標設定や事業評価の検討を

母子保健事業を推進する実施体制の整備を
○約８割の市区町村において、母子保健計画の策定がなされている。

（平成25年度母子保健課調べ）
〇母子保健事業の実施体制等には、地方公共団体間で格差がある。
○市町村においては、体制が十分でない場合や、事業を進めるにあたって、
これまで以上に連携が必要な場合がある。

母子保健事業推進のために情報の利活用を
〇地方公共団体によっては、「健やか親子２１」の指標の利活用が困難な
状況もある。
〇情報収集は行っていてもその後、データ集計や分析を行えていない。
〇関連機関間での情報共有が不十分なところもある。

「健やか親子２１」全国大会について

年度 期日 開催場所

平成13年度 6 月27日（水） 日本教育会館
一ツ橋ホール

14年度 11月14日（木） 佐賀市文化会館

15年度 11月 6日（木）～ 7日（金） 富山県民会館

16年度 11月17日（水） 宮城県民会館

17年度 10月27日（木） 奈良県文化会館

18年度 11月21日（火） 高知市文化プラザ
かるぽーと

19年度 11月14日（木）～16日（金） 朱鷺メッセ
新潟ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ

20年度 11月27日（木）～28日（金） アクロス福岡
シンフォニー他

21年度 11月10日（火）～12日（木） 静岡市民文化会館
中ホール他

22年度 11月10日（水）～12日（金） 埼玉会館

23年度 11月 9日（水）～11日（金） ＡＯＳＳＡ
福井県民ホール他

24年度 10月31日（水）
～11月 2日（金）

群馬県民会館

25年度 10月16日（水）～18日（金） 山形テルサ
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